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昨年７月に大山と坂ノ東の協議会合併に関するアンケートを実施した
ところ、合併を待ち望む声が多数あったことから、合併推進委員会を立ち
上げ、組織の役職や行事、課題、運営方法など、様々な事を話し合ってき
ました。
会を重ねるごとに新しい協議会の形が作られ、来年４月から「白川北自

治協議会」としてスタートを切るための準備が整って参りました。
今回は、今までの会議の内容や決まってきたことを住民の皆さんにお知

らせするため、おたよりという形でお伝えします。
まだまだ話し合う事は多いですが、一緒になって考えていただければ幸

いです。
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合併に向けての経緯

合併推進委員会は、各自治会からの推薦者で構成され、毎月会議を開
催し、合併に必要な事柄を決め、検討を重ねてきました。
その時決まった事などをまとめてみました。



合併前 合併後

・それぞれの協議会で協議会の役職決めを
している。なり手不足。

・会議には両協議会から役のある人がそ
れぞれ参加している。

・大山は大山、坂ノ東は坂ノ東といった区
割りで、同じ地区という意識が希薄

・それぞれがそれぞれのやり方で事業を
行っている。

・交流の機会が少ない。

・白川北全体で役員を決めるため、今まで
それぞれで選出していただいた役も1人
で良くなり、町が行う会議等への出席も
白川北地区として１人の参加で済むよう
になります。
・行事の見直しで統一化を進め、白川北地
区として負担が少なく継続できる事業を
進めます。
・色んな事を地域全体として進めるため、
地域間の交流が生まれます。

人口減少のため、合併は仕方が無い。
余裕があるうちに合併するのが望ましい。

他地区との交流の機会が増えるので良い。

とにかく役を減らして欲しい。
組織の合理化、スリム化を進めて行って欲しい。

協議会合併に併せて自治会の合併も
進んでいったらよい。

行事のみなおし、ふるさとまつりの在り方、
運営方法の見直しをしてほしい。

空き家や空き地を活用してくれる人を増やし
て欲しい。 人が集まればいろいろなアイデアが

出ると期待します。

自治協議会の体制について
協議会役員は２年で交代するものとし、

しばらくの間は大山・坂ノ東地区で交互に
選びます。庶務・会計は会⾧を補佐するた
めに会⾧と同じ地区から選出します。

見直しにより、協議会にあった施設開放
委員会・スポーツ活動推進員・公共交通活
性化協議会は廃止としました。
青少年育成推進委員、スポーツ推進委員、

その他協議会で選出していただいていた役
職は、引き続き見直しをしていきます。

アンケート結果をもとに、合併推進委員会では「役を減らして地域住民の負担を減らすこ
と」「事業の見直しや効率化をすること」「続けていくためにどうするか」という事に重点
を置いて話し合ってきました。

白川北自治協議会組織図
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●合併に関するご意見がありましたら、推進委
員または、事務局までお知らせください。


